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      ▲ 友好都市 長浜市で火縄銃大会開催！

▲ 友好都市 長浜市で火縄銃大会開催！

　　　　種子島火縄銃保存会の試射に注目が集まりました。

　　　　種子島火縄銃保存会の試射に注目が集まりました。

目次
＊ 令和４年第３回定例会・第２回臨時会 ＊
P 2 ・・・ 定例会・臨時会 注目トピックス３

▶　旧馬毛島小中学校跡地と川迎旧たばこ育苗ハウス
　　　跡地の一部を処分へ
▶　八板市長への問責決議を否決
▶　自衛隊馬毛島基地（仮称）に空自救難隊の配置

　　　を求める意見書を可決

P 4 ・・・ 委員会審査の報告

　P 7 ・・・ 一般質問

　P13 ・・・ 議決結果の一覧

11月
29 日 開会・本会議
30 日 一般質問

12月

 1 日・2日・5日 一般質問
 6 日・7日 常任委員会
 8 日・9日 予算特別委員会
12 日 各委員会
14 日 各特別委員会
16 日 最終本会議

 『令和４年第４回定例会』 次回の予定
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会
期
は
、９
月
２
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
29
日
間
。
西
之
表
市
議
会
は
、

報
告
1
件
を
承
認
、15
議
案
を
可
決
、

人
事
案
件
２
件
に
同
意
し
た
一
方
、１

議
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、前
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
の

審
査
も
実
施
し
、７
件
全
て
を
認
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
、特
に
注
目
さ
れ
た

の
は
、「
川
迎
旧
た
ば
こ
育
苗
ハ
ウ
ス

跡
地
の
一
部
」と
「
旧
馬
毛
島
小
中
学

校
跡
地
」の
処
分
、そ
し
て
馬
毛
島
に

残
っ
て
い
た
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て
。こ
の
３
議
案
の
賛
否
を
め
ぐ
っ

て
、最
終
本
会
議
で
は
討
論
が
白
熱

し
、夜
８
時
過
ぎ
ま
で
延
長
に
。い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
が
本
市
の
未
来
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
、各
議
案
を
ど
の
よ
う
に
議

論
し
、議
決
し
た
の
か
。今
号
で
は
、第

２
回
臨
時
会
(
10
月
12
日
開
催
)で
の

内
容
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
(
議
決
結
果
の
一
覧
は
13
・
14
ペ
ー
ジ
)

旧
馬
毛
島
小
中
学
校
跡
地
と
川
迎
旧
た
ば
こ
育
苗
ハ

ウ
ス
跡
地
の
一
部
を
処
分
へ-

馬
毛
島
の
市
道
も
廃
止
に

西之表市議会だより　第 133 号　②

１

本
年
３
回
目
の
定
例
会
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

９
月
９
日
、
一
般
質
問
終

　
　
　

了
後
に
、
市
長
か
ら
追
加
で

　
　
　

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
自
衛
隊
官
舎
の
建
設

候
補
地
で
あ
る
川
迎
旧
た
ば
こ
育
苗

ハ
ウ
ス
跡
地
の
一
部
の
処
分
(
議
案

第
48
号
)
」「
旧
馬
毛
島
小
中
学
校
跡

地
の
処
分
(
議
案
第
49
号
)
」
そ
し
て

「
馬
毛
島
に
あ
る
市
道
３
路
線
の
廃

止
(
議
案
第
50
号
)
」
の
３
議
案
。
48

号
・
49
号
の
議
案
は
総
務
文
教
委
員

会
へ
、
50
号
の
議
案
は
産
業
厚
生
委

員
会
へ
付
託
さ
れ
、
慎
重
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

特
に
総
務
文
教
委
員
会
で
は
、
川

迎
旧
た
ば
こ
育
苗
ハ
ウ
ス
跡
地
と
馬

毛
島
で
の
現
地
調
査
も
実
施
。
ま
た
、

委
員
会
室
で
実
施
し
た
審
査
で
は
、

市
長
と
副
市
長
に
も
出
席
を
求
め
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
「
審
査
の
た

め
の
時
間
が
よ
り
必
要
」
と
の
意
見

が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、
委
員
会
で

２　　
八
板
市
長
へ
の

　
　
　

問
責
決
議
を

　
　
　
　
　
　

否
決

 現地調査を実施 

＼ 注目トピック ／

その

は
継
続
審
査
を
議
長
へ
申
し
出
る
こ

と
に
。
し
か
し
、
最
終
本
会
議
で
、

そ
の
申
し
出
へ
の
賛
成
者
が
少
数
と

な
り
、
議
案
は
当
委
員
会
へ
差
し
戻

し
、
再
審
査
を
経
て
、
本
会
議
で
採

決
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
で
の
議
決
前
の

討
論
で
は
多
く
の
議
員
が
登
壇
。
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
声
を
市

政
に
届
け
ま
し
た
。

　

議
決
結
果
は
、
３
議
案
と
も
に
、

賛
成
７
名
・
反
対
６
名
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
。

　

ま
た
、
10
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た

臨
時
会
で
は
、
旧
馬
毛
島
小
中
学
校

跡
地
と
川
迎
旧
た
ば
こ
育
苗
ハ
ウ
ス

跡
地
の
売
却
で
得
る
収
入
や
、
自
衛

隊
官
舎
用
地
に
あ
る
バ
イ
オ
燃
料
製

造
施
設
の
移
設
費
用
な
ど
が
計
上
さ

れ
た
補
正
予
算
を
審
議
。
こ
の
議
案

も
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

＼ 注目トピック ／

その

　
　
　

最
終
本
会
議
で
、
議
員
発
議

　
　

に
よ
り
、
八
板
俊
輔
西
之
表
市

長
に
対
す
る
問
責
決
議
に
つ
い
て
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
馬
毛
島
へ
の
基
地
計
画

へ
の
賛
否
に
関
わ
ら
ず
、
市
民
の
期

待
や
不
安
の
解
消
に
応
え
る
よ
う
な

対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対

し
、
市
長
の
責
任
を
強
く
問
う
も
の
。

　

議
決
の
結
果
は
、
賛
成
６
名
・
反

対
７
名
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

総務文教委員会では、9月 13 日に、
「川迎旧たばこ育苗ハウス跡地」と
「旧馬毛島小中学校跡地」を調査。

 現地調査を実施 
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それぞれの議案の賛否をめぐり討論しました

３
自
衛
隊
馬
毛
島
基
地

(
仮
称
)
に
空
自
救
難

隊
の
配
置
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決

　　　　　　川迎旧たばこ育苗ハウス跡地の一部の処分 ( 議案第 48 号）　　　➡ 可決
＼ 賛成 ／土地の活用が見いだせないのは明白。 自衛隊官舎を造り、地元経済の活性化を考えるのが有効だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（濱島明人議員）

＼ 反対 ／　防衛省に払下げを行うメリットだけでなく、 将来にわたり地域コミュニティに与えるインパクトなどを

　　　　　　　検討し、 住民の理解を得ながら行政手続に入るという過程が抜け落ちている。 （宇野裕未議員）

…　他に、長野広美議員・渡辺道大議員が反対討論

　　　　　　　　　　旧馬毛島小中学校跡地の処分 ( 議案第 49 号）　　　　　➡ 可決
＼ 賛成 ／　学校跡地は老朽化して危険。 市はその活用の代替案もない。 防衛省からは、葉山漁港周辺に 「交

　　　　　　　流の場」を設けるとの提案もある。 跡地は処分して売払金を収入にした方が良い。 （濱島明人議員）

＼ 賛成 ／　学校跡地は経年劣化で損傷が著しい。馬毛島で行っていた体験活動などは、防衛省が提案する「交

　　　　　　　流の場」 の活用と相談しながら進めるのが現実的な対応ではないか。 （杉為昭議員）

＼ 反対 ／　市民に対し説明不足。 市長は、 馬毛島基地反対を掲げて選挙に当選した。 この議案提案自体が

　　　　　　　公約違反だ。 （橋口好文議員）

＼ 反対 ／　学校跡地は 「基地建設を認めない」 とする市長の権限が及ぶ抵抗の手段と考えられていた。 これ

　　　　　　　を簡単に手放すことへ厳しく批判。 （渡辺道大議員）

＼ 反対 ／　地方の混乱に乗じて、 国が交付金で自治体と住民を懐柔することは許されない。 市長は、 基地建

　　　　　　　設反対の原点に返ってほしい。 （橋口美幸議員）

＼ 反対 ／　市長は「市民に課題を提供し、市民に決定してもらいたい」と発言していた。学校跡地売却となれば、

　　　　　　　基地建設に関し国との交渉力は消失。防衛省からの提案を受け入れるしかなくなる。（長野広美議員）

… 他に、宇野裕未議員が反対討論

　　　　　　　　　　　馬毛島の市道路線の廃止 ( 議案第 50 号）　　　　　　➡ 可決
＼ 賛成 ／　９月５日の本市と防衛省の協議の場で、 馬毛島の市道は、 その形態や機能が失われていること等

　　　　　　の説明がされている。 整備や管理は不可能で、行うとしても多額の予算が必要となる。 （杉為昭議員）

＼ 反対 ／　市長は、 基地建設への賛否を言える段階ではないにも関わらず、 議案の提案理由として 「馬毛島

　　　　　　　の市道は、将来において一般の交通に供される見通しが立たない」となぜ言えるのか。（宇野裕未議員）

…他に、橋口美幸議員が討論

＼ 注目トピック ／

その

　

最
終
本
会
議
で
、
馬
毛
島
対
策
特

別
委
員
長
か
ら
「
自
衛
隊
馬
毛
島
基

地
(
仮
称
)
に
空
自
救
難
隊
の
配
置

を
求
め
る
意
見
書
」
が
追
加
議
案
と

し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
馬
毛
島
基
地
(
仮
称
)

に
空
自
救
難
隊
を
配
置
し
、
南
西
諸

島
北
部
地
域
の
急
患
搬
送
の
任
務
を

担
任
し
て
も
ら
う
よ
う
、
国
に
要
望
。

　

議
決
で
は
、
賛
成
７
名
・
反
対
６

名
で
可
決
と
の
結
果
に
。
こ
の
意
見

書
は
、
防
衛
大
臣
と
鹿
児
島
県
知
事

に
提
出
し
ま
し
た
。

＊
意
見
書
の
内
容
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。　
　
　



委委 

員員 

会会 

審審 

査査 

のの 

報報 

告告
　

議
案
は
、
各
委
員
会
で
慎
重
に
審
査

さ
れ
た
後
、
本
会
議
で
議
決
さ
れ
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

議
長
を
除
く
全
13
名
の
議
員
で
構
成

＊
委
員
長　
　

長
野
広
美

＊
副
委
員
長　

竹
下
秀
樹

そ
の
他
の
予
算
も
可
決

13
ペ
ー
ジ
の
「
議
案
第
42
号
〜
第

47
号
」
の
議
決
結
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
３
回
定
例
会
で
可
決
し
た

補
正
予
算
(
第
４
号
)
で
は
、
歳

入
歳
出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
７
９
１
万
２
千
円
を
追
加
。

　

ま
た
、
最
終
本
会
議
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
各
種
価
格
高
騰
へ
の

対
策
を
行
う
た
め
の
補
正
予
算
(
第

５
号
)
も
可
決
。

　

こ
れ
ら
の
補
正
に
よ
り
、
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

１
１
６
億
７
７
１
８
万
５
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

＼　主な歳入はコレ！　／

固定資産税 県担当分が増額 ▶２，６８５万３千円 増額

地方交付税 見直し調整分として減額 ▶２，０１６万１千円 減額

寄附金
一般寄附金と指定寄附金を増額計上。それぞれ教育関連に配分！

▶ 一般寄附金に１１０万円、指定寄附金に３０万円を計上

民生費

国庫補助金

国の「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金」を計上

▶ １億５，３５６万７千円 増額　　（※歳出に記載の社会福祉総務費に対応）

＼　主な歳出はコレ！　／

介護保険

事業費

認知症高齢者グループホームの増築の費用などを補助

▶ ４，１１５万１千円を追加計上 …地域介護基盤整備事業

農業経営

合理化対策

事業費

今年度の認定新規就農者へ畜舎整備の一部を助成

▶ ７５０万円を追加計上 …経営発展支援事業

畜産業費
肉用牛の畜産振興基金を増額！今年度の貸付頭数見込みは４０頭

▶ ９１９万７千円を追加計上 …畜産振興資金円滑化事業

商工振興費
雇用を生み出すモデルの構築を行う事業者へ、初期投資の一部を補助

▶ ２，１００万円を追加計上 …地域経済循環創造事業

産業創出費
特定地域づくり事業協同組合の設立と運営を補助

▶ １６７万４千円を追加計上 …特定地域づくり事業

学校管理費

（中学校費）

来年１月から３月までのスクールバス運行業務委託料を計上

▶ ８４万５千円を追加計上 …スクールバス管理事業

開発総合

センター

管理費

故下野敏見氏のすべての書籍・資料等が本市へ寄贈！搬送などの経費を計上

▶ ９８万１千円を追加計上 …開発総合センター管理運営事業

社会福祉

総務費

住民税非課税世帯と家計急変世帯を支援！１世帯あたり５万円を支給

▶ １億５，３５６万７千円を追加計上 

　…電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業　（※ 11 月上旬に支給開始）

西之表市議会だより　第 133 号　④

一
般
会
計
補
正
予
算
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委
員
長　
　

竹
下
秀
樹

副
委
員
長　

宇
野
裕
未

委
員　
　
　

鮫
島
市
憲
・
橋
口
美
幸

　
　
　
　
　

川
村
孝
則
・
濱
島
明
人

　
　
　
　
　

橋
口
好
文

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
と
、
各

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
実
績
で
あ

る
「
決
算
」
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

決
算
と
は
、
前
年
度
の
予
算
執
行

の
実
績
の
こ
と
。
審
査
で
は
「
正
確

な
内
容
か
」「
収
入
・
支
出
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
」「
各
事
業
が

効
果
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
」
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
の
決
算
の

内
容
と
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

前年度４月～　予算の執行

本年度５月末　予算の執行を終了

６月　　実際の収入・支出を集計し、

　　　　決算の書類を作成

７月　　監査委員による監査

９月　　議会で委員会に付託

　　　　委員会で審査を実施　　　　委員会で審査を実施

決
算
の
審
査
ま
で
の
流
れ

　

職
員
の
育
児
休
業
等
の
取
得
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

家
公
務
員
の
育
児
等
と
仕
事
の
両
立

支
援
の
た
め
の
措
置
を
、
本
市
で
も

同
じ
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
改
正
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
非
常
勤
職
員
が
育

児
休
業
を
取
得
す
る
際
に
、
任
期
の

更
新
の
定
め
が
あ
る
場
合
な
ど
の
取

り
扱
い
や
、
配
偶
者
と
交
互
に
育
児

休
業
を
取
得
す
る
場
合
の
開
始
日
な

ど
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
さ
ら
に
取

得
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

西
之
表
市
企
業
等
立
地
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

西
之
表
市
企
業
等
立
地
促
進
条
例

は
、　

市
内
で
事
業
所
を
新
設
・
増

設
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
に
対
し
、

奨
励
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
、
企
業

の
育
成
や
誘
致
を
促
し
、
産
業
の
振

興
と
雇
用
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
、
奨
励
措
置
の
対

象
と
な
る
業
種
を
、
規
則
で
定
め
る

こ
と
に
(
下
記
に
記
載
)
。

　

な
お
、
奨
励
措
置
と
は
「
事
業
所

設
置
奨
励
金
」「
雇
用
促
進
奨
励
金
」

西
之
表
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

奨
励
措
置
の
対
象
と
な
る

　
　
　
　
　
　
業
種
と
は
？

①
製
造
業

②
情
報
通
信
業

③
運
輸
業
、
郵
便
業
の
う
ち

　

道
路
貨
物
運
送
業
、
倉
庫

　

業
ま
た
は
梱
包
業

④
学
術
研
究
、
専
門
・
技
術

　

サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
学
術

　

・
開
発
研
究
機
関

⑤
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業

⑥
宇
宙
関
連
産
業

⑦
そ
の
ほ
か
市
長
が
特
に

　

認
め
る
業
種

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

田
添
辰
郎

副
委
員
長　

橋
口
美
幸

委
員　
　
　

宇
野
裕
未
・
杉　

為
昭

　
　
　
　
　

濱
島
明
人
・
下
川
和
博

　
　
　
　
　

遠
藤
建
次
郎

←
次
ペ
ー
ジ
で

　
　

一
般
会
計
の
決
算
を
ご
報
告
！

総
務
文
教
委
員
会

産
業
厚
生
委
員
会

委
員
長　
　

渡
辺
道
大

副
委
員
長　

杉　

為
昭

委
員　
　
　

長
野
広
美
・
河
本
幸
男

　
　
　
　
　

下
川
和
博
・
田
添
辰
郎

　
　
　
　
　

遠
藤
建
次
郎

「
事
業
所
賃
借
奨
励
金
」
の
交
付
が

主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。



歳入の総額 １２１億２，６４８万８，８０３円
▶ 国庫支出金（特別定額給付金）の減少などにより、前年度と比べ△７．４％

歳出の総額
１１８億７，０５２万５，７６４円
▶ 特別定額給付金事業を含む補助金の減少や、新型コロナウイルス感染症拡大による事
業の中止・縮小などにより、前年度と比べ△６．２％

実質収支額
２億４，３０１万６，０３９円

「（歳入総額 -歳出総額）-翌年度に繰り越す必要があるお金」のこと。
この数字は、西之表市がどれくらい黒字であるかを示します。

財政力指数 ０．２７　　　　　　　　　　 
「１」に近いほど財源に余裕があるとされます。

経常収支比率
８６．９％　　　　　　　　　　

人件費や公債費（借金の返済などに使うお金）など、容易に縮小できない
経費のためにどれくらいの財源が使われているかを示します。

調定に対する
収入率

９８．３％　
「調定」とは収入すべき金額を決定すること。この数字は、

調定をした額に対して、どれくらいの収入があったのかを示します。

不納欠損額
４４４万１，８９７円

税金などを何らかの理由で納めていただけず、今後もその見込みが
ないため、「納めていただくことができない」と決定した額のこと。

収入未済額

２億１，１２５万９，１３５円
＊市税　３，９３５万７，９６６円

＊住宅使用料　７００万４，５００円

＊国庫補助金　１億４，５２７万３，０００円

＊県補助金　２１万７，０００円

＊奨学資金貸付金収入　１，１９５万６，６２５円

＊民生雑入　６３０万７，４１６円　など

市税の収納率 市税合計　９７．０％（現年度課税分 ９９．３％、滞納繰越分 １９．５％）

当年度末の
公債費残高

９４億５，５３２万２９４円
　　　　　借金の返済などに使うお金（公債費）がどれだけ残っているかを示します。

実質公債費比率

９．７％　　　　　　　　　　　財源のうち、公債費のためにどれくらいの割合で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使われているかを示します。

今後見込まれる支出は・・・

・防災行政無線（デジタル化）設置事業費の公債費　

・老朽化した公共施設の維持補修　など

西之表市議会だより　第 133 号　⑥

＼＼ 令和３年度一般会計 決算 ご報告 ／／

人件費や公債費（借金の返済などに使うお金）など、容易に縮小できない

調定をしたにもかかわ
らず、出納閉鎖期間（５
月末）までに納められ
なかった金額のこと。

＼＼ 　決算特別委員会ではココを評価・要望しました！　／／

▶　職員採用の在り方を検討し、人材確保のために、さらに努めてほしい。

▶　航路・航空路の交通機関を利用する際の離島割引カードの運用は、介護帰省者にも適用される

　よう、各要望活動の機会で求めてほしい。

▶　ふるさと納税の返礼品の種類拡充に向けて、職員が知恵を出し合いながら、一層の推進に取り

　組んで。

▶　農作物被害軽減を図るためのシカ侵入防止柵（金網柵）は、農家にとっての使い勝手の良さを、

　より重要視するよう要望。

▶　市税等の収納率が過去最高であったことを評価。引き続き、効果的な収納の推進のために努力

　してほしい。　など

　　　　　　　　　　 

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使われているかを示します。



一
般

質
問問

13
名
の
議
員
が
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

＊
顔
写
真
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、

動
画
(Youtube

)
を
視
聴
で
き
ま
す
。

▼
質
問
順
と
掲
載
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
←

１　

遠
藤
建
次
郎　

議
員
・
・
Ｐ
７

２　

杉　
　

為
昭　

議
員
・
・
Ｐ
７

３　

宇
野　

裕
未　

議
員
・
・
Ｐ
８

４　

濱
島　

明
人　

議
員
・
・
Ｐ
８

５　

下
川　

和
博　

議
員
・
・
Ｐ
９

６　

田
添　

辰
郎　

議
員
・
・
Ｐ
９

７　

鮫
島　

市
憲　

議
員
・
・
Ｐ
10

８　

河
本　

幸
男　

議
員
・
・
Ｐ
10

９　

渡
辺　

道
大　

議
員
・
・
Ｐ
11

10　

橋
口　

美
幸　

議
員
・
・
Ｐ
11

11　

橋
口　

好
文　

議
員
・
・
Ｐ
12

12　

竹
下　

秀
樹　

議
員
・
・
Ｐ
12

13　

長
野　

広
美　

議
員
・
・
Ｐ
13

市
政
を
問
う

【
問
】
事
業
概
要
と
取
組
状
況
は
。

【
答
】
４
事
業
者
以
上
で
協
同
組
合

を
設
立
し
た
場
合
、
県
や
市
か
ら
財

政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
。
必
要
な
時

に
労
働
者
を
派
遣
で
き
、
組
合
で
雇

用
さ
れ
る
労
働
者
は
通
年
で
の
雇
用

が
約
束
さ
れ
る
。

　

現
在
、
飲
食
業
・
観
光
宿
泊
業
・

農
業
・
介
護
関
係
で
設
立
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。(
経
済
観
光
課
)

⑦　西之表市議会だより　第 133 号

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
に
つ
い
て

【
問
】
医
療
機
関
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

【
答
】
医
療
機
関
の
皆
様
に
は
、
最

前
線
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
医
療
機
関
で
は
、

ベ
ッ
ト
の
拡
充
や
、
外
来
診
療
を
一

時
電
話
診
療
の
み
と
す
る
な
ど
の
対

応
を
と
っ
て
い
る
。(
健
康
保
険
課
)

【
問
】
ど
の
よ
う
な
連
携
を
も
っ
て

対
策
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

【
答
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
へ
の
職
員
派

遣
を
行
う
な
ど
対
応
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(
健
康
保
険
課
)

遠藤建次郎 議員

【
問
】
賛
否
の
表
明
と
、
交
付
金
の

利
活
用
に
向
け
た
今
後
の
取
組
は
。

【
答
】
現
時
点
で
の
同
意
不
同
意
は

言
え
な
い
。
最
も
優
先
す
べ
き
使
命

は
、
市
民
の
安
心
安
全
の
確
保
、
期

待
の
声
に
応
え
る
最
大
限
の
努
力
を

尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。

　

市
内
の
各
団
体
か
ら
の
要
望
を
市

政
に
反
映
す
る
考
え
で
あ
り
、
馬
毛

島
の
市
道
・
学
校
跡
地
を
含
め
た
交

付
金
に
つ
い
て
、
防
衛
省
か
ら
提
示

が
あ
れ
ば
対
応
を
考
え
る
。
受
け
取

る
意
思
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
提

示
が
あ
れ
ば
対
応
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
市
長
)

　
　

農
業
振
興
に
つ
い
て

【
問
】
澱
粉
・
焼
酎
原
料
用
「
み
ち

し
ず
く
」
の
導
入
の
見
通
し
は
。

【
答
】
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

熊
毛
支
場
で
適
応
性
の
試
験
を
実
施

中
。
令
和
５
年
度
に
、
現
地
で
の
適

応
性
試
験
を
行
う
。
本
格
普
及
は
令

和
６
年
度
以
降
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(
農
林
水
産
課
)

自
衛
隊
馬
毛
島
基
地
(
仮
称
)

関
連
に
つ
い
て

杉為昭 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
７
波

に
よ
る
本
市
の
状
況
と
影
響
に

つ
い
て



本
市
に
お
け
る
サ
ー
フ
ィ
ン

及
び
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

地
域
猫
・
野
良
猫
対
策
の
市
の

取
組
に
つ
い
て

西之表市議会だより　第 133 号　⑧

【
問
】
市
の
考
え
と
今
後
の
取
組
は
。

【
答
】
両
方
と
も
島
の
観
光
の
た
め

に
必
要
な
ア
イ
テ
ム
。
引
き
続
き
関

係
者
と
十
分
に
協
力
し
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
。(
市
長
)

【
問
】
前
回
の
一
般
質
問
で
示
し
た

多
頭
飼
育
を
し
て
い
る
生
活
困
窮
事

例
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

【
答
】
調
査
を
し
た
が
、
当
事
例
を
確

認
で
き
な
か
っ
た
。(
市
民
生
活
課
)

【
問
】
示
し
た
事
例
は
現
実
問
題
。

こ
の
事
態
に
対
し
、
市
長
の
考
え
は
。

【
答
】
市
と
し
て
、
さ
ら
に
取
り
組

む
よ
う
考
え
る
。(
市
長
)

【
問
】
馬
毛
島
だ
よ
り
12
号
で
、
岩

国
飛
行
場
周
辺
の
視
察
等
の
報
告
が

さ
れ
て
い
る
。
岩
国
市
の
国
庫
支

出
金
に
占
め
る
基
地
関
係
の
補
助

金
の
割
合
は
、
２
０
０
４
年
度
は

５
４
・
３
％
。「
５
割
以
上
を
占
め
る

防
衛
関
係
の
予
算
に
、
公
共
事
業
が

依
存
し
て
い
る
」
と
い
う
分
析
が
あ

り
、
そ
の
背
景
も
含
め
て
市
民
に
正

し
く
情
報
共
有
さ
れ
る
よ
う
対
策
し

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

【
問
】
沖
縄
県
で
は
、「
基
地
返
還
」

に
伴
う
経
済
効
果
が
、
基
地
が
あ
っ

た
時
よ
り
も
、
返
還
後
の
活
用
に
よ

っ
て
、
32
倍
と
な
っ
て
い
る
と
の
報

告
が
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
本
市
の

市
民
の
中
に
あ
る
「
基
地
経
済
に
期

待
す
る
声
」
と
全
く
逆
の
結
果
が
出

て
い
る
が
、
こ
れ
を
ど
う
捉
え
る
か
。

【
答
】
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
経
済
の

構
築
は
、「
我
々
の
持
つ
土
地
の
資

源
を
利
用
し
な
が
ら
」
と
い
う
考
え

方
を
常
に
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
と
考

え
る
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「小
規
模
小
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
」

【
問
】
今
後
の
予
測
と
対
策
は
。

【
答
】
予
測
は
難
し
い
が
、
政
府
の

方
針
や
県
の
動
き
を
見
極
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
へ
、
引

き
続
き
感
染
防
止
対
策
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。(
健
康
保
険
課
)

【
問
】
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
・
視

点
を
も
っ
て
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
第
六
次
長
期
振
興
計
画
・
後

期
基
本
計
画
で
、
農
業
振
興
施
策
と

　
　

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

し
て
「
農
業
農
村
の
整
備
」「
産
地

づ
く
り
」「
多
様
な
担
い
手
育
成
」
「
農

地
利
用
の
最
適
化
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に

関
連
す
る
取
り
組
み
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(
農
林
水
産
課
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
市
長
の
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て
の
賛
否

に
つ
い
て
」
「施
設
の
管
理
に
つ
い
て
」

宇野裕未 議員

米
軍
基
地
再
編
交
付
金
に
つ
い
て

て
ほ
し
い
が
如
何
か
。

【
答
】
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
適
宜
提
供
し
た
い
。(
市
長
)

基
地
経
済
の
も
た
ら
す
影
響
に

つ
い
て

濱島明人 議員

【
問
】
衛
生
自
治
会
の
加
入
率
は
。

【
答
】
約
95
％
。(
市
民
生
活
課
)



馬
毛
島
の
交
付
金
の
利
活
用
方
法

の
決
定
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
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【
問
】
馬
毛
島
小
中
学
校
跡
地
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
と
今
後
ど
の
よ

う
な
対
応
を
す
る
の
か
。
早
急
に
払

下
げ
、
基
地
整
備
に
協
力
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
答
】
防
衛
省
は
取
得
し
た
い
意
向

が
あ
る
。
現
存
す
る
遺
物
や
遺
構
は
、

葉
山
港
周
辺
の
交
流
の
場
へ
の
移
転

の
可
能
性
や
、
基
地
建
設
が
進
ま
な

か
っ
た
場
合
、
本
市
の
返
還
の
意
向

が
聴
取
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
売
却
を
検
討

す
る
に
至
っ
た
。(
市
長
)

【
問
】
市
道
認
定
し
て
い
る
３
本
の

市
道
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
つ
も
り
か
。
廃
道
に
す
る
意

思
が
あ
る
の
か
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
調
査
・
管
理
が
ま

ま
な
ら
ず
、
実
態
の
把
握
が
困
難
。

タ
ス
ト
ン
社
と
防
衛
省
か
ら
廃
道
の

下川和博 議員

【
問
】
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
設
置

数
と
相
談
件
数
は
。

【
答
】
看
板
は
81
箇
所
に
設
置
さ
れ
、

令
和
４
年
度
は
６
件
の
相
談
が
あ
っ

た
。(
市
民
生
活
課
)

【
問
】
市
道
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
が
、
ゴ
ミ
の
処
分
は
。

【
答
】
市
道
上
に
あ
る
と
確
認
し
た

う
え
で
対
応
す
る
。(
建
設
課
)

西
之
表
市
民
へ
の
商
品
券
無
償

配
布
に
つ
い
て

【
問
】
な
ぜ
商
品
券
無
償
配
布
で
は
な
く

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
し
た
の
か
。

【
答
】
よ
り
市
内
経
済
へ
効
果
が
あ
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
(
経
済
観
光
課
)

　
　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
市
長
が
反
対
派
団
体
と
締
結

し
て
い
る
政
策
協
定
は
有
効
か
。

【
答
】
生
き
て
い
る
。(
市
長
)

【
問
】
市
長
は
基
地
経
済
に
頼
ら
な

い
考
え
だ
が
、
再
編
交
付
金
を
受
け

取
ら
な
い
の
か
。

【
答
】
防
衛
省
か
ら
動
き
が
あ
れ
ば

適
切
に
対
応
す
る
。(
市
長
)

【
問
】
旧
馬
毛
島
小
中
学
校
跡
地
・

自
衛
隊
官
舎
建
設
候
補
地
の
売
却
は
。

【
答
】
検
討
す
る
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
燃
ゆ
る
感
動

鹿
児
島
国
体
に
向
け
て

の
市
の
取
組
に
つ
い
て
」
「
自
衛
隊
馬
毛

島
基
地

(仮
称
)
建
設
に
つ
い
て
」

　
　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

手
続
を
取
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

事
実
上
、
市
と
し
て
管
理
を
行
う
見

込
み
が
立
た
な
い
状
況
。
よ
っ
て
、

廃
止
の
手
続
を
取
る
か
検
討
し
て
い

る
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「教
育
に
つ
い
て
」

田添辰郎 議員

【
問
】
米
軍
再
編
交
付
金
・
関
連
補

助
金
の
利
用
は
ど
う
決
定
す
る
の
か
。

【
答
】
議
会
・
市
民
の
意
見
を
聞
く

こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
庁
内

で
の
計
画
策
定
作
業
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。(
企
画
課
)

【
問
】
交
付
金
等
の
利
用
方
法
を
検
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【
問
】
近
年
の
新
規
生
産
者
の
動
向
は
。

【
答
】
令
和
３
年
度
決
算
で
は
20
名

程
度
増
え
る
見
込
み
だ
が
、
全
体
の

討
す
る
た
め
の
協
議
体
は
作
る
の
か
。

【
答
】
一
般
的
に
は
そ
の
よ
う
な
手

法
が
考
え
ら
れ
る
。(
企
画
課
)

【
問
】
計
画
の
策
定
段
階
へ
の
議
員

の
参
加
は
ど
う
か
。

【
答
】
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
検

討
が
必
要
。(
企
画
課
)

【
問
】
大
学
教
授
等
の
有
識
者
や
コ

ン
サ
ル
等
の
参
加
は
ど
う
か
。

【
答
】
専
門
性
が
必
要
な
場
合
も
あ

ろ
う
か
と
思
う
。
議
会
を
含
め
広
く

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。(
企
画
課
)

【
問
】
20
年
、
30
年
後
を
見
通
し
た

も
の
を
作
る
た
め
、
市
民
の
参
加
を

広
く
望
む
。
こ
れ
ま
で
18
年
間
は
公

共
事
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。

公
共
事
業
は
、
次
の
世
代
へ
の
借
金

で
は
な
く
、
つ
な
ぐ
財
産
で
あ
る
。

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
へ
の
預
託
金
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
」
「
生
活
援
助
従
事
者
研

修
制
度
に
つ
い
て
」
「
公
約
違
反
に
つ
い
て
」

河本幸男 議員

鮫島市憲 議員

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
を
主
体
と
し
た

農
業
振
興
を
図
る
た
め
の
施
策
の

確
立
に
つ
い
て

【
問
】「
は
る
の
お
う
ぎ
」
の
４
・
５

年
期
作
付
け
状
況
と
次
年
度
以
降
の

推
進
は
。
ま
た
、
輸
作
体
系
と
し
て
、

甘
藷
類
等
で
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
１
５
９
ha
の
作
付
け
で
、
全

体
の
23
％
を
占
め
る
。
生
産
者
か
ら

の
評
判
も
良
く
、
今
後
作
付
面
積
も

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
甘
藷
の
収
穫
後
に
さ
と
う

き
び
の
新
植
を
行
い
、
数
年
後
に
甘

藷
へ
戻
す
輸
作
体
系
が
一
般
的
に
定

着
。
連
作
障
害
を
来
さ
な
い
よ
う
技

連
会
と
連
携
し
、
指
導
・
周
知
を
図

っ
て
い
る
。(
農
林
水
産
課
)

【
問
】
さ
と
う
き
び
の
ト
ッ
プ
は
牛

馬
の
餌
等
に
活
用
し
、
そ
の
厩
肥
に

浜
砂
を
加
え
堆
肥
化
し
畑
に
施
す
な

ど
、
種
子
島
の
土
づ
く
り
の
原
点
を

顧
み
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
は
る

の
お
う
ぎ
は
バ
ガ
ス
の
量
が
多
い
こ

と
が
課
題
。
市
の
考
え
る
方
策
は
。

【
答
】
補
助
事
業
の
活
用
や
単
独
事

業
に
よ
り
、
堆
肥
の
投
入
等
を
積
極

的
に
促
進
。
引
き
続
き
畜
産
農
家
へ

の
バ
ガ
ス
利
用
等
に
よ
り
、
循
環
型

農
業
の
促
進
も
図
る
。
(
農
林
水
産
課
)

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
の

現
状
と
将
来
の
展
望
に
つ
い
て

【
問
】
市
長
は
、
今
定
例
会
の
所
信

表
明
で
、
行
政
手
続
を
適
正
に
進
め

る
と
発
言
。
馬
毛
島
の
市
道
・
学
校

跡
地
と
、
本
市
の
隊
員
宿
舎
予
定
地

の
取
扱
い
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】
下
西
の
隊
員
宿
舎
予
定
地
を

は
じ
め
と
す
る
議
案
を
、
今
定
例
会

で
追
加
提
案
し
た
い
。(
市
長
)

出
荷
者
は
年
々
減
少
傾
向
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(
農
林
水
産
課
)

【
問
】
現
和
物
産
館
の
閉
鎖
に
つ
い

て
、
継
続
策
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

【
答
】
関
係
課
で
協
議
を
進
め
、
存

続
に
向
け
て
積
極
的
に
支
援
を
し
て

い
る
。(
経
済
観
光
課
)

　
　

馬
毛
島
に
つ
い
て



渡辺道大 議員

海
岸
清
掃
に
つ
い
て

渡辺道大

橋口美幸 議員

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
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持
続
可
能
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

【
問
】
曽
於
市
で
樹
木
の
枝
が
落
下

し
、
校
長
先
生
が
亡
く
な
る
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
た
。
本
市
の
学
校

の
樹
木
管
理
に
、
十
分
な
予
算
措
置

を
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

【
答
】
現
予
算
で
大
木
等
の
剪
定
な

ど
を
実
施
。
予
算
不
足
が
生
じ
た
場

合
、
調
査
・
対
策
に
応
じ
て
対
応
し

た
い
。(
市
長
・
教
育
委
員
会
総
務
課
)

学
校
に
お
け
る
大
木
等
樹
木
の

管
理
に
つ
い
て

【
問
】
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
、
目
立
つ

と
こ
ろ
を
中
心
に
清
掃
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
市
民
の
清
掃
活
動
も
実
施
し

て
ほ
し
い
。

【
答
】
効
率
・
効
果
的
な
漂
着
ご
み

収
集
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
時
期
に
応
じ
て

心
が
け
る
よ
う
美
化
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　

(
市
長
・
市
民
生
活
課
)

【
問
】
来
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
中
小
企
業
や

個
人
事
業
者
に
影
響
が
あ
る
と
聞
く
。

本
市
で
は
ど
う
か
。

【
答
】
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
申
請
は

任
意
だ
が
、
申
請
し
な
い
と
適
格
請

求
書
の
発
行
が
出
来
な
い
た
め
、
取

引
先
が
取
引
を
停
止
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
売
上
１
千
万
円
以
下

で
も
消
費
税
の
納
税
義
務
が
発
生
す

る
。(
経
済
観
光
課
)

【
問
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
る
。

会
員
か
セ
ン
タ
ー
が
納
税
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
新
た
な
負
担
が
生
じ
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
会
員
負
担
と
な
れ
ば
、
低
額

の
配
分
金
が
さ
ら
に
少
な
く
な
り
、

セ
ン
タ
ー
が
支
払
う
場
合
の
負
担
は

約
３
０
０
万
円
に
。
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が
、
国
・
県
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
本
市
で

も
機
会
を
捉
え
、
要
望
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
支
援
す
る
。(
高
齢
者
支
援
課
)

【
問
】
会
員
の
配
分
金
減
少
に
は
、

単
価
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
県
の
最
低
賃
金
を
下
回
ら
な
い

よ
う
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
単
価
の
こ
と
も
あ
る
が
、
連

合
会
の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
支
援
し
た
い
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
に
つ
い
て
」
「
馬
毛
島

問
題
に
つ
い
て
」

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
爆
発
的
な
感
染
拡
大
は
「
国

の
水
際
対
策
の
緩
和
や
、
感
染
対
策

の
緩
み
な
ど
が
原
因
」
と
す
る
専
門

家
の
指
摘
が
あ
る
。
本
市
で
の
発
症

の
要
因
を
ど
う
分
析
す
る
か
。
ま
た
、

国
の
方
針
転
換
に
、
自
治
体
と
し
て

対
応
す
る
場
合
の
課
題
は
何
か
。

【
答
】
夏
休
み
以
降
に
人
の
流
れ
が

増
え
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。
政

府
の
方
針
や
県
の
動
き
を
見
極
め
、

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
し
っ
か
り
行

っ
て
い
く
。(
健
康
保
険
課
)

【
問
】
種
子
島
森
林
組
合
で
、
木
材

チ
ッ
プ
の
島
外
出
荷
を
行
っ
て
い
る

が
、
地
元
で
チ
ッ
プ
を
活
用
す
る
計

画
の
検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
種
子
島
森
林
組
合
等
と
連
携



　

原
油
・
物
価
等
高
騰
対
策
に

　

係
る
支
援
金
に
つ
い
て

馬
毛
島
へ
の
自
衛
隊
施
設
整
備

関
連
に
つ
い
て
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農
業
振
興
に
つ
い
て

し
、
バ
ガ
ス
や
間
伐
材
に
よ
る
島
内

の
脱
炭
素
化
や
、
森
林
の
健
全
化
な

ど
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(
経
済
観
光
課
)

　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
市
長
の
公
約
へ
の
思
い
を
問
う
。

【
答
】
環
境
ア
セ
ス
で
は
、
環
境
保

全
措
置
が
十
分
に
な
さ
れ
る
か
注
視

が
必
要
。
市
民
の
不
安
解
消
に
も
至

っ
て
お
ら
ず
、
同
意
不
同
意
は
言
え

な
い
。
優
先
す
べ
き
は
、
不
安
解
消

と
期
待
の
声
に
応
え
る
努
力
を
注
ぐ

こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「市
営
住
宅
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

【
問
】
農
業
用
生
産
資
材
の
高
騰
に

対
す
る
本
市
の
支
援
策
を
問
う
。

【
答
】
今
定
例
会
で
、
甘
味
資
源
作

物
を
含
め
、
肥
料
高
騰
等
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
全
て
の
耕
種
農
家

を
対
象
に
、
肥
料
の
高
騰
率
を
３
割

と
設
定
し
て
、
高
騰
分
の
３
分
の
１

以
内
を
助
成
す
る
予
算
を
計
上
。

　

畜
産
で
は
、
飼
料
価
格
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
い
る
農
家
へ
、
乳
用
牛

で
１
頭
あ
た
り
最
大
３
万
円
、
肉
用

牛
で
１
頭
あ
た
り
最
大
２
万
円
、
養

鶏
は
１
羽
あ
た
り
最
大
２
０
０
円
を

助
成
(
※
乳
用
牛
・
肉
用
牛
は
１
頭
あ

た
り
の
条
件
付
加
算
金
と
し
て
５
千
円
、

養
鶏
で
は
１
羽
あ
た
り
50
円
を
含
む
)。

　

茶
業
で
は
、
燃
油
高
騰
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
生
産
組
合
ま
た
は

生
産
農
家
へ
、
令
和
４
年
度
で
使
用

し
た
燃
油
費
用
の
高
騰
分
の
２
分
の

１
の
助
成
を
行
う
。(
農
林
水
産
課
)

橋口好文 議員

竹下秀樹 議員

【
問
】
今
後
、
再
度
の
物
価
等
高
騰

対
策
事
業
に
充
当
す
る
交
付
金
の
交

付
が
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
の
際
は
、
今
般
の
光
熱
費
等
を

含
む
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
高
齢
者
入

所
施
設
・
通
所
施
設
」
等
に
対
す
る

事
業
規
模
に
応
じ
た
給
付
金
も
、
そ

の
充
当
事
業
と
し
て
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
答
】
現
在
、
県
内
で
そ
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
は
な
い

が
、
全
国
で
は
実
施
し
て
い
る
と
こ

【
問
】
本
市
が
こ
れ
ま
で
同
様
、
あ

る
い
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
充
実
を
図

ろ
う
と
す
る
な
ら
、
基
地
関
連
交
付

金
の
活
用
以
外
に
財
源
を
確
保
で
き

る
見
通
し
は
あ
っ
た
の
か
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
も
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
努
力
し
て
い
る
。
既

存
の
交
付
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、

様
々
な
財
源
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、

引
き
続
き
最
大
限
の
努
力
を
行
い
た

い
。(
企
画
課
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
港
町
再
生
に
つ
い
て
」
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
極

パ
ッ
ド
に
つ
い
て
」

「コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
」

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
都
市
公
園
の
管
理
に
つ
い
て
」
「
馬
毛
島

問
題
に
つ
い
て
」

ろ
も
あ
る
の
で
、
本
市
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。(
高
齢
者
支
援
課
)



全会一致で議決！ 議案等の一覧 議決結果 

議案３６ 西之表市公平委員会委員の選任について 同　　意

議案３７ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同　　意

議案３８ 令和４年度西之表市一般会計補正予算（第３号） 可　　決

議案３９ 西之表市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

議案４０ 西之表市企業等立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

議案４１ 令和４年度西之表市一般会計補正予算（第４号） 可　　決

議案４２ 令和４年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案４３ 令和４年度西之表市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号） 可　　決

議案４４ 令和４年度西之表市地方卸売市場特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案４５ 令和４年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案４６ 令和４年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案４７ 令和４年度西之表市水道事業会計補正予算（第２号） 可　　決

議案５１ 令和４年度西之表市一般会計補正予算（第５号） 可　　決

認定３ 令和３年度西之表市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定４ 令和３年度西之表市地方卸売市場特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定７ 令和３年度西之表市水道事業会計決算認定について 認　　定

報告１３ 令和３年度公益社団法人西之表市農業振興公社経営状況報告について （報告のみ）

報告１４ 専決処分の承認を求めることについて（和解及び損害賠償の額を定めることについて） 承　　認

議 決 結 果 の 一 覧 ※ 14 ページに続きます。

⑬　西之表市議会だより　第 133 号

長野広美 議員

通
信
環
境
の
維
持
改
善
に
向
け
て

の
取
組
に
つ
い
て

【
問
】
ス
マ
ホ
保
有
率
は
、
60
代
で

79
％
、
70
代
で
53
％
、
80
代
以
上
は

19
％
(
総
務
省
の
調
査
よ
り
)
。
世
代

ご
と
に
通
信
の
利
用
状
況
は
異
な
り
、

市
民
の
固
定
電
話
の
故
障
対
応
窓
口

も
つ
な
が
り
に
く
い
事
例
が
多
い
。

ス
マ
ホ
な
ど
通
信
携
帯
の
利
用
状
況

と
そ
れ
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
求
め
る
。

【
答
】
平
成
27
年
度
ま
で
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
状
況
把
握
を
行
っ
て
い
た
。

今
後
把
握
に
努
め
た
い
。(
企
画
課
)

　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
全
国
の
基
地
周
辺
住
民
に
よ

り
爆
音
訴
訟
が
行
わ
れ
、
昭
和
40
年

代
か
ら
住
民
が
訴
え
て
い
る
。
馬
毛

島
で
は
真
夜
中
３
時
ま
で
訓
練
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
馬
毛
島
の
滑
走
路

に
沿
っ
て
、
最
大
騒
音
値
は
１
３
０

デ
シ
ベ
ル
と
な
る
。
巨
大
な
港
湾
施

設
が
整
備
さ
れ
る
計
画
も
。
漁
業
権

放
棄
の
手
続
を
含
め
、
十
分
に
市
民

に
説
明
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

【
答
】
騒
音
の
最
大
値
デ
ー
タ
は
、

本
市
か
ら
防
衛
省
へ
要
求
し
出
さ
れ

た
。
環
境
ア
セ
ス
で
公
開
さ
れ
、
誰

で
も
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、
港
湾
施

設
計
画
で
も
、
漁
場
の
消
失
は
伴
う

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
、

環
境
ア
セ
ス
の
準
備
書
や
、
防
衛
省

の
確
認
事
項
で
も
ふ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
健
康
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
の

食
育
施
策
に
つ
い
て
」
「
農
業
資
材
高
騰

対
策
に
つ
い
て
」
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10
月
に
滋
賀
県
長
浜
市
で

開
催
さ
れ
た
火
縄
銃
大
会
。

種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の
迫

力
あ
る
試
射
の
音
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。
写
真
は
、
長
浜

市
職
員
の
提
供
。
レ
ン
ズ
越

し
に
、
私
た
ち
友
好
都
市
へ

送
ら
れ
る
温
か
い
想
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
十
分
に
議
論
を
尽
く

し
た
上
で
議
員
の
賛
否
を
問
う
採
決

で
結
論
を
出
し
ま
す
。
そ
の
運
営

手
続
は
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
９
月
議
会
で
は
、
本
会
議

に
お
け
る
議
決
等
へ
の
賛
否
を
問
う

場
面
で
、
起
立
採
決
と
電
子
採
決
の

２
つ
の
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
議
会
運
営
委
員
会
で
、
あ
ら
か

じ
め
採
決
方
法
を
話
し
合
い
決
定
し

て
い
た
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
今
定
例
会
で
は
、
議
案
第

48
号
と
第
49
号
を
付
託
さ
れ
た
委
員

会
で
は
「
継
続
審
査
と
す
べ
き
」
と

決
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
会

議
に
お
い
て
、
議
長
が
継
続
審
査
に

付
す
る
か
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
本
会
期

中
に
議
決
す
べ
き
と
の
賛
成
者
が
多

数
と
な
り
、
各
議
案
の
再
審
査
と
議

決
を
行
う
た
め
、
最
終
本
会
議
の
終

了
時
刻
は
午
後
８
時
過
ぎ
と
な
り
ま

し
た
。
大
変
重
要
な
議
論
で
し
た
の

で
、
西
之
表
市
議
会
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
広
美
）

西之表市議会だより　第 133 号　⑭

９
月

11
日
　
種
子
島
中
学
校
体
育
大
会

10
月

３
日
　
熊
毛
地
区
消
防
組
合
議
会

　
　
　
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
組
合
議
会

　
　
　
種
子
島
地
区
広
域
事
務
組
合
議
会

４
日
　
種
子
島
屋
久
島
議
会
議
員
大
会

７
日
　
長
浜
市
友
好
都
市
歓
迎
会

８
日
　
長
浜
火
縄
銃
大
会

24
日  

小
規
模
市
の
地
域
戦
略
を
考
え
る

　
　
　

地
方
議
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
長
会

　
　
　

県
知
事
・
県
議
会
要
望
活
動

11
月

８
日
　
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
全
国
大
会

　
　
　
県
市
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
・

　
　
　
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

議
長
の
主
な
会
務
報
告

編
集
後
記

表紙の
　　写真

　

議
会
で
は
、
十
分
に
議
論
を
尽
く

し
た
上
で
議
員
の
賛
否
を
問
う
採
決

で
結
論
を
出
し
ま
す
。
そ
の
運
営

編

了
時
刻
は
午
後
８
時
過
ぎ
と
な
り
ま

し
た
。
大
変
重
要
な
議
論
で
し
た
の

で
、
西
之
表
市
議
会
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
広
美
）

賛否が別れた！議案等の一覧

　　　　　　　　　○は賛成、●は反対。
　　　
　　　※ 川村孝則議員は、議長職のため表決（賛成、反対の
　　　　意思表示）権はありません。

議　員　名 

議決
結果 

長
野　

広
美

鮫
島　

市
憲

橋
口　

美
幸

渡
辺　

道
大

宇
野　

裕
未

杉　
　

為
昭

河
本　

幸
男

濱
島　

明
人

下
川　

和
博

遠
藤　

建
次
郎

竹
下　

秀
樹

田
添　

辰
郎

橋
口　

好
文

川
村　

孝
則

認定
１

令和３年度西之表市一般会計歳入歳出決算認定について ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ● − 認定

認定
２

令和３年度西之表市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について

〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 認定

認定
５

令和３年度西之表市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について

〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 認定

認定
６

令和３年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳
出決算認定について

〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 認定

議案
４８

財産の処分について
（※川迎旧たばこ育苗ハウス跡地一部の処分）

● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 可決

議案
４９

財産の処分について
（※旧馬毛島小中学校跡地の処分）

● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 可決

議案
５０

西之表市道路線の廃止について
（※馬毛島の市道３路線の廃止）

● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 可決

議案
５２

自衛隊馬毛島基地（仮称）に空自救難隊の配置を求める
意見書の提出について

● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 可決

議案
５３

八板俊輔西之表市長に対する問責決議について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● - 否決

請願
９

馬毛島基地（仮称）に空自救難隊の配置を求める請願書 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 採択

請願
１０

安心できる暮らしのために真夜中のデモフライト実施を
防衛省に求める請願書

〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ○ - 不採択

議案
５４

令和４年度西之表市一般会計補正予算（第６号） ● ○ ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 可決

※ 議案第 54 号は、10 月 12 日に開催した臨時会で議決しました。

議 決 結 果 の 一 覧 ※ 13 ページの続きです。


